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諸 言

ﾡ林成績のﾡ上 を期 す る 捷徑 と し て旣往造林地の成績 を檢討 し.

之が原因 を究明 する は』kも重要な ことてある。特に地上部つ4生長 

と 根系の發育. ﾡ系の袋育 と土ﾡ性 と の 間に は相互瞬接な 問係の あ 

る事は明かて.、之は彼の謂所適地適木の關係 よ 間明を憂するの一 

のものと信する。

ﾡる見地に於て量近本間査を金即し、CEに第1報にポて トドマッ 

に就ての間在の一部を袋した所てあるが、ﾡに第2報と して本道 

人工造林渊葉樹林中主要な 地位 を占める"チダモ に就て の調在結果 

を概しやうと思人。

I 供試造林地

場附属野幌図林に於て "チダeの色往池林地中年齢整々等し 

く、しかも生長成統に著しく懸桜ある仙所をﾡんだ。即ち次のやう 

てある。

第1求 供試造林地

血林地 個 所 横 ぬ 4J 商 木のﾡ頬 植 方 而 積

A 第I#r 大1正3410川 34生1同本神 9尺方形椎 約 0.5ha
P 第 IA災W北6教6誠 大正345川 24生1同床 6凡方形植 0.3la

即 ち植 え方に 冊 * 差異があ る が全 く 同前てあ る o

ﾡ立地の況は、 林地Aは林外原野に近く、米秋の巡消期及び 

多量の降雨の後には小深をな して水の流る る低な深地てあつて殆 

んど、林味にはネマガッダケがﾡ生して屈る。道林地Bは林内 

の地地て、 の融9I、多濕な秋季に は 勿論夏季と 雖 も 強雨の後 

には甚だしく 濕地とな る。林床は同じく ネマガリグヶ優占し、更に



密生して居る。

現在の林相はﾡ墳第1, 第2図に見らるる如くてあつて、各0.1ha

の標地に就て の調在に よ れ第 2 炎の如 合 成ﾡてあ る。

第2求

ic@P別

-並林地_______
4cm 木済 4～Scm 8〜12cm 12cm以上 不it御 

- (em)
A 8 20 46 46 120 11.06
B 81 197 5 二 1 283

-S--------
5.67

前表の平均直徑に 近い標ポ木件 2 本の生長を比談すれ ば第 3 の 

如くてある。

第3交 標準木の生長:

松木 4 樹

:---- --  --- = 广

高 樹ﾡ4御 
(m)

関 窓 it 御
____ (em)____

#
_(u)____

、/I 25 10.50 1.77 11.30 0.0749
25 12.15 1.55 10.84 0.0523

p(I 25 5.79 0.73 5.04 00073
UI 25 5.67 0.72 5.42 0.0つ8!

ち遣林地へはBに到し、ﾡ高、直徑生長 に於て 約 2 倍,材石生 

長に於ては8倍以 上に途して屈るが知られる。

第 1 炎に見 らるる如く 兩造林地間には、前者は後者•よ り古木が一 

年間長 く歯聞状 2かれ る 、及び植栽距離が稍々 大てあつ な 小 

等の遂』があるが、るﾡ々なるﾡ初の横以法の※興を以で しては 

現在の生長の著しい題絶を簡Wに説ﾡし去りﾡく、之が原因は別途 

追求されねばな らのてある。

・ I.根系調査

標準木の伐根を堀 り 出して撮影 し (ﾡJ第3至第6脚)、水不 

・雨方向の殺述を間在してﾡ式闘を作製しな (D版例 1,第2岡)。

以ド根系間在の結果を述べるにり、各部の名稱は根株 (各種の 

ﾡの袋縮 と な す部み)、主根 (ﾡ株 よ り it接分岐す る も のて統根、心 

ﾡ、仙供にみつ)、Mﾡ(主供よ り分岐派生するものてあつて支根、

下根、細根等に分つ)とし、機型は枕根(Pfhlwurdler, 例へ 

カマッ、 ナラ の如 く 長大な 杭根 を行 する もの)、不根型 (Flachw- 

urzler, 例へばタ ウヒ、カの如く 水不的な側根のみ よ りﾡ達 し 

な る もの)、心棋型(Herzwvurzler, 例へばブナ. モ ミ の如く 心根の良 

く袋達述するもの) の三型とする分類に從ふ。

逃ﾡ地Aに於ては宮眞第3, 第4 図、図版第 I 圖に x り 明かなや 

うに. Wれも心ﾡの彼述山著てあつて、杭根は判然 せず、側根も少 

く 且つ貧開てある。副根は垂下根が良 く ﾡ述 して相交ﾡし欄映をな 

して居る。又細供は細はにみ岐して総をなして主供及び支棋』り 

多散に派生してﾡる (ﾡ県節7)。

柳して水茶的 よ り は垂直的な發育が旺粽であ る。

ﾡ林地1は、側根が主要部分をなし、落葉席植脣直下を迂除曲折 

して伸長して居る。心根、：垂下•根の賢達が甚だ貧弱て.、前者に比し 

aTit的よ り は水平的に良 く ﾡ逆 して 居て著し く 注のﾡがあ る。

4に土墳炎ル を橫走する側支根 よ り 分岐するﾡﾡは概ねﾡ葉ﾡ横 

層間に最も多く分布し、ネマガリダケを刈携、落葉を除去すれば、 

之等細根は地表一而に浮 9 出 して居るのが認め らnる,寫眞第 7 圖)。

介雨者の興 を数的 に炎はせば次の様てあ る。

第 4表 主 根

i 木 獄 最 大 ft ﾡ
(e)」

下 均 ic ﾡ
• (er)

最費 納 払
(m)___

A j I 14 8.9 2.88A 1 i 8 12.5 7.8 3.00
光〕 10.7 6.7 2.94

8.6 4.2 ・ 3.40
1 i 5.2 3.8 4.55

T 均 6.9 4.0 3.98

2



第4 次は各根系の骨略 と な す 在根 (少くとも 鹏 徑 1cm 以上の支機 

をす) の数及びよさ、長さを示しなのであるが、造林地 a は數及 

び太さに於て大であ る。休地 1 は仙ﾡの延長がであ る。

第う
. .. -......... ....... .... —....

ﾡ木
二次*供 二次火山」 屈 下 世

____ 証_____ ! 証 一数___ 立大の深さ 1 不 のさ
7cmう

・G
66
67

10
69

60
8!

I18
106

6t.う
74.2

不 均 61 55 71 112 69.4
・{ 22 ら 6 75 51.0

34 7 19 70 51.9
T 均 28 6 13 73 51.5

第 5 表は分限用に於ける太さ 1cm以上の も の をげ 2のである 

が、ﾡ林地A は多數の支根 を 分酸 し且つ垂下根著 しく多9 に到し、 

ﾡ地けは大なる支ﾡがだ少く、垂下根は數の少3のみならず深 

さも甚た淺い事が知られる。

全根系の容積はA,28,610。, An25,500.。平均 27,055. に封し BI 

は 7,000., Bnは 7.500。。ボ」9 7,250.. であって前者の約1 に過ぎ 

なかつ2。

ヤチグモの根系に關 しては、本多博士は、始めiIﾡなるも後には 

は太 2 横機を生 じ そ の机に 多数の毛根を生す と 述べル るのを 

るのみであるが、 乙ハと同ﾡなる隣洲の Exche に就ては、K. Gayer 

は. 土境性に』り杭根が多少土塊中に深く 入る、同時に根株及び杭 

ﾡから多數の強大な心根 を分岐 し 深 く 浸入す る。又根の分岐の先端 

は毛根に』つてﾡ状をなすと し、H.Nayrは. 深付へ多 く の心棋を 

出すと共に無數の細根が四方へ淺く 且つ廣く 殯がって居 るとし、 

LKIein は始めはﾡﾡを有するが後には強大な、深い旦つ廣く 城が 

り多数に分岐した側根よ ら成ると して屈る。即ち要するにャ チダ 

モの根は代表的な心根型 (HerZwurzler) と認められる。

地林地A に於ける根系は寫眞第 8 , 第10即 に見らるる如く 明かに 

心根型であつて全く法正な發達をなして居るものと云ひ得る。

地林地 に於け る 根系は寫真第 9, 第11図に見らるる 如く、定会 

な心棋型 と云の難 く、著しく 袋育不良 なものと見られる。

即 もル る 根 系役育の 状態が地上部の生長 にT大 な 影響 を及ぼし た 

は明かてある。

III.土ﾡ調査

各根株附近に於 て、地表 よ りう0cmの深さすて10:毎に常場間用 

の囿崎法によ って 白然状態の土壌を採取 し間査 した理學的性質は以 

下のやうてあつな。

(1) 土 性

第G6 細士の機械的組成 分

細土の機機的組成分は表の如 く て、造林地Aは細砂及微砂の合

遣 # 9 土加深 
(:)

遣 林
--------:ュぶ工-

地 B
-HL他 函 函 1 画 王 1 M や 担 他 彼 砂 粘 主

8.1. |33.5～ 20.29～ 38.0～ 24.41 ～ 1032～ 13.76 5!.51～
5.07 21.91 26.99 ! ・60う 0.10 18.89 9.91 12.70 5850
6.60 27.72 28.64 42.04 21.65 10.11 13.23 55.01

I6.8～ 45.29～ 13.69. ! 24.18～ 19.99～ I2.1!～ 13.93～ 53.97～
13.49 38.7+ IG.64 31.13 10～20 15.81 9.+6 17.69 57.01
15.17 42.02 15.17 27.03 1 17.90 10.79 15.81 5551

36.79～ 32.67～ 1l.55～ 18.99～ 1 ... 10.32～ 13.59～ 67.22～
16.43 31.8l 14.48 37.28 20～30 10.05 ! 7.98 18.40 63.57
26.61 32.24 13.02 28.14 10.19 8.42, 16.00 65.40

25.68～ 35.78～ 12.30～ 26.24～ 12.24～ 11.65～ : 1l.34～ 6.97～
9.15 35.91 15.19 39.74 30～0 5.57 11.25 I7.0 66.14

17.12 35.84 13.75 33.00 8.90 11.45 14.19 65.56
2.75～ 39.61 〜 22.29～ 35.34～ 8.4!～ 11.01～ 12.58～ 69.00～

5.28 11.50 22.28 30.94 40～50 4.39 8.19 13.16 74.26
4.02 4055 2228, 33.14 6.40 9.60 1 1287 71.3



ﾡだ多く、ﾡ林地1の桁土分多きと者し特景性と示してﾡる。農

學會規定の分類は從へば前者•は壊 tて、後者は拡にﾡする。

腐植含•仃* は改良ク ・ 酸法にﾡつて定しなが、ﾡ林地1はA 

に比 し版ﾡ合行大てあ る。

第7表 商植合イ

深 度

_造 林 独 二 Zz-
0、I5em

_________ (2%)
15～30cm

_________ (%) 二

A
B

7.58
14.67

5.17
8.72

(2) 土域の1積、空際量及び容積比

第8表

土 壊： T 統 Cvol. %) 土境深ﾡ 
(cm)

空mi (ol. 2%)
-ﾡ杯 a T杯 ﾡ杯ﾡべ i ﾡ杯 摘 B

24.91 ～23.79
24.35

39.81 ～32.26
36.04

41.63～39.71
10.67

37.65～39.59
38.62

37.26～45.02
41.14

24.01～21.16
22.59

33.36～33.55
33.46

34.72～39.55
36.64

51.68～48.83
50.26

51.84～48.63
50.24

0～10

10～20

20～30

30〜40

40~50

75.03～79.22
75.66

60.19～67.71
63.97

58.37～6029
59.33

62.35～60.41
60.37

62.74～54.98
58.86

75.99～78.84
77.42

66.64～66.45
66.55

65.28～61.45
63.37

48.32～51.17
49.75

18.16～51.38
49.77

質積は定容の土堺中、ﾡ、細土、根等の占める容積であって、之 

を原容積よ り誠ずれば空際量を得る。故に容積率に於ける實積と空 

隙とは逆相關をなす。

表によれば表層に於ては兩造林地共略々等しく且つ甚だ小なる實 

積を示すが、下層に至るに從ひ大とな り.4にﾡ林地乃は 30cm 附 

近よ う著しく 大である。空係量が之に反するﾡ向を示すは勿論て 

ある。

年積比頂は、円道林地土ﾡの積状態差異を更に裏 して居る 

ものてある (第9求)。

第9表

土 壊 深 
〔 cm)

鷹 容 弑 比 _____
- 遣一一林一地一 A 1 ﾡ 林 地 や___

0～10
0.62～0.59

0.61
0.58～0.50

0.54

10～20 1.04～0.85
0.95

0.83～0.86
0.85

20～30 1.03～1.05
1.07

0.88～1.03
0.96

30～40
0.98～1.06

1.02
1.36～1.31

1.34

40～50
0.97～1.20

1.09
1.36～1.31

1.34

(う) 容水量及び容条量

上ガは大小和々の孔阪よ り構成されて»るが、ﾡ大な非で管空際 

は人ﾡにがける大動脈の如く、外界よ り 上壊中に新鮮な る空氣、水 

を供給する主要な輸送路となり、細小なる毛管空隙は血管の如く 土 

J中限な く 行き互つて之等氣水を似述して植物機生活の界をﾡつ 

て屈る。而して之等兩空隙は、土壌に吸水せしめて一定條件の下に 

保持し得る毛管水量を容水量として後者を、全空隙よ り容水量を推 

第10表 容 水 量

e
造林施、

-------
0～ iOcm
(¥ol2る)

-二-----------------

10～20cm 
(vol2a)

三二----- ・ニ n

20～30cm 
(v9128)

30～40cm 
(vol29)

40～50cm 
(ol2る)

、/I 59.13 48.93 49.70 53.71 60.03
60.33 5+.79 52.67 53.07 50.57

• T 均 61.08 51.86 51.19 53.39 55.30
/I 59.70 58.47 56.09 43.87 45.36

65.60 60.74 54.17 46.59 48.05
T 均 62.65 59.61 55.13 45.23 46.7!



除し容須として前者を、共夫々衣はし得るものてある。本間在に於 

ける容水ﾡは第 10炎の如 くﾡ林地 ・ は炎ル よ り 大改少し、30:m 
附近よ りは造林地 A よ り小となつてルる。卒氣」は第11炎の如くﾡ 

れも表』り下ﾡに向つて規川正しく誠少してルるが、ﾡ林地Aは 

1c比して稀々大てある。然しその差異は著しい ものではない。

第11表 容 氣 朵

\ と
20～30cm

_(v2の)
30～40cm 

(Yol22)

• - -ニ - ～ ニ ー

40.50cm 
(yol22)

0～ IOcIn 
(vol22)

10～20cm 
(ol22)ﾡ株地 -

15.96 11.26 8.6S 8.64 2.70
13.18 12.95 7.62 7.35 4.41

平 均 14.57 12.11 8.15 8.00 3.56
・{! 16.29 8.16 9.19 4.45 2.30

13.24 5.7I 7.28 4.57 3.33
ポ 均 14.77 694 8.24 4.51 3.07

(4) 須容水量比ﾡ(I/)
容水量及び容須は土壌に より 林々 差異 あり、そ の絶封価の大小 

を以て一概に土墳性を云々 し難い場合が多いのてあって、寧ろ土墳 

空隙 を構成 す る 粗空隙 と 毛管空隙の配分關係  を示す ものと して 容氣 

般と容水版の比議即ち I/ そ比ﾡする4が更に有意義な場合が少く 

なv。本間在ては幼12炎の如く、商ﾡ林地共炎ﾡに最大て下ﾡに湖 

次诚少して居る。ﾡ林地Aは1に比し各府共附々大てあるが、その

第12 I/w
ヽ对度

0～ IOcm 
(2%2

10-20cm 
_222

「Tご.

20～30:m
____ (2%2____

30～40cm 
(2%2

40～ 5つcm
____(2)--

、/I 26.99 23.01 17.46 16.0っ 4.50
A U 20.91 23.64 14.47 13.85 8.72
T 均 23.95 23.33 15.97 14.97 6.61
・(! 27.19 13.96 16.38 10.14 6.17

20.18 9.40 13.4 9.81 6.93
T 均 23.69 11.68 14.91 9.96 6.55 .

懸幅は著しいものでない。

以上間在精果 に示されな 兩 造林 地の 土壌性が、ャチ ダモ の根系の 

殺市延いては地上部の生長に如何なる問係を有しなかに就ては大節 

に於て吟味しやうと思ふ。

Iv. 考 察

チダモと 同 ﾡ な る 政洲 の Esche の 立 他に 關 匚 て は、weise は 

少く とも適河にして肥浜な土堺を好み、山地てはブナと共に北及び 

西斜而に、不地ては ナラ、アカダモ、〜ンノ と共に澤地、川沿ひ 

に生すとし、Gayerは沖積府ては水のﾡ動する石ﾡを合び土墳、 

山地では適潤な澤敷地. 多加にして深き盛地、水の流れる谷等を好 

びと し、Mayr は漏潤であつて水分の流動の速かな 土域 を 好む と 

し、lurckhardtは他ﾡ種の好はざる所にも貴く生育すとして居る。 

ヤチグチに就ても本多博士は、好んて河沿地、山間のﾡ地又は深9 
泥 止質の不地に生じ、北海道の如き此の木の天然生する所は必ず野 

地(源地のﾡ) なるによ り ャチダモの:無あ り と して居る所であって、 

要は深く、準ﾡて、多瀬、しかも水分は移動的な 上壊を適地とする 

ものと解される。事實常國有林內ャチダモ天然生の狀態に見ても山 

地ては中央の不収地てあつて、浄雪時又は秋期には著しく 盛潤とな 

る所及び林内溪澤が原野と接する低地に、ハンノキ類、アカグモ、 

カッラ等と群格を構成して居るのてあつて、前記諸說と一致し、ﾡ 

林上の常識と して ト ドマッ、エゾ ツの植栽に不適な濕地にはヤチ 

ダモを植 よ と云はれて屈るのも概ね交常と認められる。

本間在の悲林地は第I 節に述べたる如く 跳れも低濕地であって. 

常識的 な適地 と し て の判定 を誤立 った もの と は言へない。

然 ら植裁後20年程皮に して材積生長に於て8倍と云ふが如3著 

しい差異を生じたのは如何なる理由に依るか、記ﾡによれ、植栽

9



の常初・西木は一-方は3年目の不(湖2年生)、他方は3年目の秋 

(商3年生)に山出しされな事が示されて屈る。然し各標準木の下 

底断面iに於ける直種生長の状況を見るに第13炎の如く、ﾡね校う年 

目 内外ては造林地 B の方が寧ろ大であ り、10年F日以除湖交生長求低 

下して屈るFが列る。ﾡてﾡ城ﾡの木の大きさょ りは立地因子の 

不良によるそ の後の生長減退が主な原因 と見られる。又植栽距離が 

一方は.6尺てあるにﾡし仙は9尺てあるが、 図版第1, 第2図に見 

らるる如く 樹冠の競争は未だ著しか らず、植裁距離の大小が住長に 

影響 したものと は考へ らnれなv。

第 13表 植栽 後 5年目 毎の面径生長 、下皮断面: 於け る)

ﾡ木
植以後54日 同 IC年日 同 154日 向 23日 ロ 22年日

IL額(mm) iLa(m) _iIC御(mn ift組(mn) _ 二i和(mm)
・ 18.72 61.48 128.76 190.82 201.86

12.50 59.+2 112.94 165.30 181.32
T 均 15.61 60.45 120.85 178.06 .193.09
・{: 29.51

29.56
73.18
55.72

94.66
65.15

10.c0
76.84

119.91
98.75

不 均 29.54 64.15 79.81 92.97 109.33

根系調査の結果に依れぱ. ﾡ休地 B は法正:な根型に述 してﾡない 

許bてなく、發育も著しく劣り、 積にポてAの潮く +と云人やう 

な状態てある。一般に地上部の生長はﾡ系の殺育に支配されるもの 

てあつ て、兩造林地間根系発育の良否 こ そ地上部の4長 を左右しな 

直接の原因と認められる。

扱 Clements が述べて居る如く、根系の狀態は恒に土壊性 を指示 

するものてあつて、根系の發育を左右するものは土壊條件な る 

は明白てあ る。兩造林地の土規調杳の結果は 第I 節に 述べた 所て 

あるが、之等の土墳性が根系の發育に如何なる影響を奥へたてあ 

らうか。

先づ土壌の機械的組成分に就て見る に造林地Aは細砂、彼砂分に 

富び墳土てあ る に到し、 林地Bはﾡ#な壇土てあつて順著な差興 

が認め られる。概して粘上分に富む上壌は鑛物質養料多 く 化學的性 

質は良好であるが、ﾡ學的性質は不良に傾き、砂分をすにﾡて化 

學的性質は低下するが、理學的性質は昂上す る ものである。この理 

學性は主として透通性に因るものて、\\；。山がは粒子徑各異の土壌 

耐の厚さ 10em を10時間に透過する水並を測定しなが、第14炎の如 

く、如何に土ﾡ粒子の大小が途近性を左右するかを示して居る。

第14求

ﾡ 土 砂 粒 の mm

001以下 0.0!～
0.071

0.071 ～
0.II4

0.!1～
0.171

0.171～
0.250

0.25～
0.50 05～1.0 1 ～2

0.0032 0.2442 2.1942 20.5892 29.5702 57.9404 160.5002 311.4622

N ち造林地 Bの如く 强粘な地上では、水分保持力大 て毛管水の運 

動極めて緩漫なるを以て、水は停滞的となるべく、砂分多きA逃林 

地 Lﾡは毛催水の運動迷かて水は常に新隣代謝が行はれるてあ ら 

5。ルる關係の植生に對す る 影響は、土壌中空氣の状特に酸素の 多 

少に拘は る所てあって ・ 酸素 は植物根の 呼吸作用又は 替養分供給上 

必要な る酸化作用に欠く べからざる ものてあり、之が欠乏は植物の 

生 を不充みな ら しめる も のてあ る。mして 南造林地の如く 常に濕 

消なる土域にあつては、酸素の供給は主と して新鮮な る雨水の侵入 

に俟つ もの と云ふべ く、從て土堆中水分移動の遅速は正大因子な る 

事明かである。

次に腐植は土壌の理、化學的性質に及ぼす影響大なる のがあ 

る。miして耐林地に於ける迷翼冊々大て、池林地］はAに比し多

のﾡ権を合有して屈る。然 し腐植は、理學的構造良好な土壌に於
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て、その分解過程も良好てあり土ﾡにﾡしﾡ生に不利な性質と央へ 

得るのであつて、然らさる場合は寧ろ懸影響を及すやうなもなし 

と せずな る 腐植量の大小を 以て機 系の袋 商に 直接 に 關係 付 け る 

乙とは困難である。

土域質積の大、從て空隙の小は組織版造の堅密な るを示すもの 

てある。黙術なる土墳細織はﾡの伐入を機械的に叫害するものてあ 

るが、 父源河文場合には水みの移動を運級ならしめゆ的とな ・生 

理的に も根の發育を阻害する ものである。前節第 8炎によ ば商i 
林地共上壌質植は表層よ り下層に向ひ漸次増大する所であるが、4
cBにあって は 30cm 附近 よ り 3激に大 し、Aとは著しい遂県 を 

示して屈る。從て空隙果の小となる小勿論であって、之は逃林地 

の根系が、心根、垂下根の發育の甚だ貧期な淺平な根型をなすに至 

つ2最大の原因てある。

容水量、空氣果の關係は、土地の機械的組成分、或ひは地方的の 

条象状態によ り異なる ものである。即ち粗粒の七城であつて透通性 

良好な場件又は乾燥地方では、容水は大るを可とすべく、細粒 

の 土ﾡに し て 過ﾡの傾 向 あ る 場 介又は 温潤地方て•は 容 条の大 な る 

を製まれる。

本間在に於て容水量は前節第10に見る如く 多少の速異は眺め ら 

れるが、空隙中の毛管空隙と して現はして見れは第 15表の如く 殆ん 

ど大遂はなv。

第15 空隙中毛管空隙の割合 cs%)

且つ両造林地共甚だ低ﾡであつて地ド 20-30:m1 以下は常に過

ニニ ; . - 

過地 0～IO.m tO～20:m 20～30cn 30～40:m 40～50cm
ー ー ー

A 80.73 81.07 86.28 87.00 93.95
B 80.92 89.57 87.0) 90.91 93.85

他和の状態にあり、穴を掘れば直ちに水分を溜出するやうな場合て 

あるか ら 容水量 の 些少の 差異 の 如 は全く 問題に ならぬ もの と考へ 

られる (ﾡ真第3～第(区塗照)。

容氣』(第11炎) も亦快差甚だ小であり、上述の理由によ ヤチ 

グモの生長に對し重要な關係を見出 し難い。

客条量到容水量比率(I/) も第12炎の如く略々大遊がない。第1 
報トドマツに於てはその根の發育と朮大な關係が見られた所である 

が.樹種を異にする本湖査の揚合、上述容水聶及び容氣呆の關係と 

同様 "チダe 根 系 の袋育に到 し左程要 な 意義 を 認め得 な い。

以上 ャチ ダモ の根系 の發育 に 正要 な 影響 を及ぼ しね 所林地士墳 

の理學的性質の差異の最たるものは、機械的組成分及び實積.空隙 

に現はるる土壌の堆積状態の如何、從て之は伴ふ水分流動の狀態如 

何に存する事がW明せられた。之は、Weise の停水、濕潤 なる 

粘 L地を避く べしと し、Gayer の水の流動する砂礫地を撰ぶべしと 

し、Mayr の流動性の水が必要てあるとする説をﾡ証しなものてあ 

oて、從來ヤチダモの造林に際し“濕岡地を撰ぶべし,,とする條件 

に、更に''但し水分は移動的なるを要す,との一條件を附加する必 

災を認めなものてある。

v. 摘 要

(1) 造林成績の力上を計る上に、旣往植栽地の成績を檢計するを 

ﾡと認め昭和11年以挙不成敬の原因の究明を企図 しな。

(2)トドマツに就ては曩に發表した所であるが、茲に本道主要渊 

葉樹和" チダモ に統てﾡ林地を常幽行林第 1林班(A) 及び第m 
施業町 (1 ) に損定 して間在 しな。

(3) Wれ も樹郎25年てあ る が、A道林地は 1 道林地に比 し材積生 

長が8倍に述して居る。
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(4 ) 植栽方法に於て A造林地は 3 年生の も のを用な討しけ道 

林地は 2 年生 を用の、植栽距離又前者の 9 尺方形に到 し後者は 6 
尺方形てある。

(5) 植裁方法に於け る前項の如 ・ 差異 を以て は4日 の著し3生長 

の迷収を設明し難く、標ﾡ木に就9機系間在をなし、更に 止ガ間 

在を行つな。 .

(6) ヤ チダモの根は代表的な心根型 と 認め られる所てあ る が. 造 

林地Aの ものは定全な心根型を呈する に封 し逃林地1のも のは未 

だ不完全であつて、前者は法正な發育をなして居 る fが知 らnれ 
る。

(7) 根の* 的な 聲長は、 林地Aのものは多敷の支棋特に垂下棋 

を有するに到し、盛林地1のものはﾡだ少く、桑根系の容積に於 

て後者は前者の 4に過ぎなかつな。 ・

(8) 根系の發育と地上部の生長と は密接な關係ある ことは一般に 

認め られる所てあつて、前述の如さ 根系の差異が地上部生長の姿 

興 を楽ね しな主災な原因てあ る •は明かであ る。

( 9 ) 根系の發向 を i接に左右 するものとして 土壌の理學的性質 を 

調査した。

(10) 土域の機械的細成みに於て、逃林地Aは砂分に富みﾡ上に鳳 

し、ﾡ林地1は粘土み多く加士にﾡする。斯る走異は氣水の透通 

性 と 關聯 して、根系の發育 と 求大な 關係が認め られる。

(11) 燃補合イ量はﾡ林地1はAり大てあるが、之がﾡ系ﾡ育の 

關係 と は 遽かに斷定 しﾡい。 ・

(12, 土壌の賞積及び空隙の關係は容積比重に於て 關明 に表は され 

得るが. 造林地1はAに比し30cm 附近に於て著しく大て細織構 

造の 鬼密な が知 られる。之 は機械的 にポの使入 を 印 tすると 同 

時に水分の移動を遅緩な ら しめ停滞的とな )、 生理的に も根の發

育を害するものとして重大な影響を認める。

(13) 容水量、容条量は両ﾡ林地間較迷小てあり、且つ地炎下20一 

30em に於 て は常に過他和の合水量を行 す る が如 a 場合てあ る か 

ら、そ の植生 に到する 意義は重ﾡてない と 考へられる。

(14) Iハに就て も前項の場合と 同様てあ 、ト ドマ ッの場合に於 

ける如きな義は認められない。即ち I/の意義はﾡ和に」つて興 

なるものと云人べきてある。

(15) 以上を綜合して、雨造林地は土塊の機械的紐成分を異にし、 

積状態を興に し、從て 水分の移動状態に差異あ 八之が根系の發 

育を左右し、延ひて地上部の成長に影春しなものと認められる。

(16) 即ちヤチダモの造林地と しては、雇濕地と雖も水分の移動速 

かなるが如き土地なる事を要すと云人可合てある。
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第 1 団

v チ ダで遣林A

ヤチダe遺林地B

16

第3岡 松遣木 I の恨系

第4圏 ﾡ消木Iの根系
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第5回 概ﾡ木TI の投茶

第7回 ﾡ損の張述状ﾡ

第6岡 概木B『のﾡ系

第8圏 根株I (右) I (左)

第9回 ﾡ株B I (本) B I (左)
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第11園 ﾡ (BI
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